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言葉，言葉，言葉としての地名
Seamus　Heaneyの“Broagh”一
橋本　愼矩
1
　なぜアイルラ￥ドでは地名が呪術的魔力を持つのか？　なぜアイルラン
ドの文学に於いては地名がliturgyになるのか？　征服者に奪われた領土，
民族の歴史の記憶を秘めた地霊（ゲニウス・ロキ）の奪回のためだろうか？
第一次大戦中，英国軍に編入されたアルスターの兵士たちがソンムの戦地
に赴くときに祖国の山河の名前を唱えたと言われるが，これは単に愛国心
のなせるわざであろうか？　filiの末喬である18世紀のゲールの詩人た
ちは「国破れて山河あり」ではなく「山河やぶれて地名あり」とでもいう
べき地名詩を書いた。現代でもSeamus　Heaneyのみならず，　Louis　Mac－
Neiceをはじめとして北アイルランド出身の現代詩人たちを概観しても
topomaniaとでも言うべき地名への偏愛が見られる。詩人だけではない。
劇作家，Brian　Frielにもそれは顕著である。本稿ではHeaneyのtopony－
myを“Broagh”を解読することで探ってみたいのだが，その前にアイル
ランドにおける地名の問題のパラドクスを考察しておこう。
　一般的に地名はその土地の地形，風土，政治，経済などの状況を歴史的
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に反映するサインである。アイルランドの場合も例外ではない。国名を指
す古語，Eireのようにゲール語以前の起源を持つと言われる原始地名と
でも言うべき地名も有るが，アイルランドの大部分の地名はゲール起源で
ある。9世紀以降のバイキングの侵攻以後の北欧語，12世紀のノルマン侵
攻以降のフランス語起源のもの（たとえばBewleyはBeau　Lieuから）が
幾つか見られる。ウェールズ，スコットランド語起源のものもあるが，こ
れらをゲール語の中に数えれば，圧倒的にアイルランドの地名の起源はゲ
ール語である。16世紀以降のチューダー朝による植民地化に伴いこれら
の地名は英語綴りに改変されていく。後に触れるようにその頂点は1830
年代に行われたOrdnance　Serveyである。
　土地はそれを喪失することによっていっそう深層の意味を明かすことが
ある。喪失によって土地自体と地名との乖離がノスタル～アを喚起する。
アイルランドの伝説ではDeirdreのアルパの地への別離の切々たる歌があ
る。7世紀のモイラの戦いに破れた王，Sweeneyの流浪の旅は失われた
領土のみならず各地の地名への賛歌でもある。アイルランド初期文芸のな
かに見られるtopomaniaのもう一つの例が8世紀のアルスター物語群の
中心的作品，Tain　Bo　Cuailnge　vaもある。牛をめぐるクープリンとメー
ヴ女王の勇壮な戦いその物を描くと言うより，地名の由来，eponymyを
目的としている場合がみられる。この作品を現代英語に完訳した詩人の
Thomas　Kinsellaはその序文の中でこう言っている。
One　of　the　major　elements　of　the　716加is　its　topography．　Place－
names　and　their　frequently　fanciful　meanings　and　orig三ns　occupy　a
remarkable　place　by　modern　standards．　It孟s　often　enough　justifica・
tion　for　the　inclusion　of　an　incident　that　it　ends　in　the　naming　of
some　physical　feature；certain　incidents，　indeed，　seem　to　have
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been　invented　merely　to　account　for　a　place－name．　The　outstanding
example　is　in　the　climax　of　the　T6ゴπitself，　where　the　final　battle
（toward　which　we　might　assume　the　action　is　leading）is　treated
very　casually，　while　attention　is　directed　in　detail　to　the　wander－
ings　of　the　mortally－wounded　Donn　Cuailnge　around　Ireland，
naming　the　places　as　he　goes．
　劇作家，Syngeはウィックローにみられる不思議な美しい響きの地名に
魅せられていた。“Anghavanna，　Glenmalure，　Annamor…”。真珠のよう
な母音の連なりがアイルランド人を陶然とさせるのは日本の場合の歌枕を
抱いた地名と同じであろう。アイルランドの劇作家として現在最も活躍し
ているBrain　FrielのFaith　Healerでは主人公のFrancisは祈禧師とし
て精神の集中を得るためにウェールズの地名を連唱する。
Aberarder，　Aberayron，
Llangranog，　Llangurig，
Abergorlech，　Abergynolwyn，
Llandefeilog，　Llanerchymedd，
Aberhosan，　Aberporth…
　Francisはこれを“just　for　the　mesmerism，　the　sedation，　of　the　in－
cantation”と説明する。これは地名を唱えることによって地霊と一体化す
る呪文であろう。Heaneyにも“The　Tollund　Man”にユトランドの地名
の連呼が響く。これはBBCの海事気象予報の放送の海域名の中に詩を聞
き取る彼の詩人としての資質と無縁ではない。固有名詞の連唱を見事に詩
の中に取り込んでいる例である（Ganm・re　S・nnetsのV”）。
　17世紀に他所者としてアルスターに入り，やがてその地を祖国と感じる
ようになったPlantersの子孫であるプロテスタント系の詩人，　John
Hewittの“Ulster　Names”もゲールの地名へのオマージュを捧げながら
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土地への帰属の権利を確認している。Heaneyに多大の影響を与えたカト
リック系の詩人John　Montagueは幾多の作品の中で，失われたゲールの
伝承を地名の中に見ている。これらの例を挙げたら切りがないだろう。こ
れらの例を見てくると地名とは地の霊（ゲニウス・ロキ）の名前に他ならな
い，いや，地霊そのものだと思える。地名がそれぞれの土地が持っている
固有のオーラのことであり，歴史を背景にそれぞれの土地が持っている個
性だとするならば，地名はまさしくその響きの中に霊を祭っているのであ
る。そしてアイルランド文学は地名を文学ジャンルとする永い伝統を持っ
ている。それが9ないし10世紀に遡るとされるDinnseanchas（Place・1・re
の意味で，Dindshenchasとも綴る）である。ここにアイルランドのtopoma－
niaの最も古い例を見出だすことができる。次にあげるのはMetrical
Dindshenchasと言われているもので，湖の名前を連ねて韻律を成してい
る。
Loch　CipP，　loch　Cri，　loch　cno，
loch　mBricc，　loch　mBairchi，10ch　mBo，
loch　na　mBarc，　ic　Boith　in　Mail，
loch　nEitte，10ch　nEthludain．
?
　1970年代から80年代にかけて第3のアイルランド文芸復興とでも言う
べき動きが南北，両アイルランドで起きた。いや進行型で起きつつあると
言ったほうが良いだろう。ひとつはダブリンを中心にしたMark　Patrick
HerdermanとRichard　Kerneyが編集している1977年創刊のThe　Crane
Bagである。副題に“Book　and　Journal　of　Irish　Studies”とあるように
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文学に限らず現在のアイルランドに関係するあらゆる分野のテーマを扱っ
ている。その編集理念はイデオロギーの対立を越えた文化空間の創造（the
Fifth　Pr・vince）である。もう一つは1980年にBrian　FrielとStephen　Reat
が創ったField　Day　Theatre　Companyである。さらに1983年には
Heaney，　Seamus　Deane，　Tom　Paulinらが加わってField　Day　Pamphlet
が創刊された。これは北のデリーに本拠を置くもので，その編集方針は現
在の北アイルランドの紛争の対立，矛盾の元をなす既成観念の解体と新た
な調和の理念の追求である。
　FrielのTranslationsはこの劇団の幕開けの第一作として1980年の9
月にデリーのギルドホールで初演された。この作品の舞台は1833年のド
ニゴルのゲール語地区の小村に設定されている。作品の祖筋を紹介する前
に1833年とはどういう意味を持った年であるか歴史的背景を覗いてみよ
う。
　政府は1831年から1846年にかけて歴史上初めての全土測量と地図の作
成をおこなった。アイルランドは従来，ゲールの慣習と12世紀以来導入
された英国の土地制度の両者に基づく区分けが，大きい行政区画として順
にあげるとpovince，　county，　barony，　parish，　townlandから成り立って
いた。しかし様々な慣習と矛盾のために区分けは明確でなく個人や部族の
利害の対立，植民英国人とアイルランド人の利害の対立もからんで複雑な
様相を呈していた。Ordnance　Surveyはイギリスのモデルに基づいてこ
れを合理的に整理するのが主たる目的であった。この再調整はクロムウエ
ルやチャールズ2世が考えたようにアイルランドを直線で裁断して区分け
してしまうという乱暴なやり方ではなかったが，それでも幾つかの混乱を
もたらした。たとえば行政の最小区画であるtownland（昔，アルスターで
はballib・eといわれた）は耕作地を中心にして丘，河川，ボグ，街道などに
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よって区切られた数個の農家を養うのに十分な，地勢に基づく村落共同体
であった。日本の律令時代に造られた郷のようなものであろうか。これが
このOrdnance　Surveyによって六万のtownlandに再編された。これによ
って合理的土地利用法が促進される半面，村落共同体の騰の緒がきられる
場合が生じた。さらに大きな問題点はゲールの地名が英語化されたことで
ある。
　FrielのTranslationsは「あらゆるcommunicationは異種の言語間であ
れ，同種の言語を用いる個人同士ゐ意思疎通であれ，すべてtranslation
である」というAfter　BabelのGeorge　Steinerの説を基に地名の変換，
恋人の意思疎通の問題を扱っている。時代背景の資料としては1853年の
ドニゴルの調査責任者であったJohn　O’Donovanの書簡，　John　Andrew
のA1）aPer　LandscaPe’The　Ordnance　Survey　in　19th　Century　lreland
（Oxford，1975）などが用いられた。簡略に粗筋を書いておく。
　舞台はドニゴルのBallybeg（ゲール語はBaile　Beag，小さい村の意味）の
hedge・schoolである。これは19世紀のカトリック禁止令の時代む非公認
の寺子屋塾みたいなものである。主任教師はHugh　Mor　O’Donnell，彼の
長男，Manusは助手として手伝いをしている。かれらの所にはギリシャ，
ラテンの古典に暁通したJimmy　Jackも通ってくる。生徒は村の青年男女
である。Manusの恋人，　Maireは英語を学んで渡米を夢見ている。しか
し彼女は無学で外の世界のことはまったく知らない村娘で，アイルランド
語しか理解できない。この学校の存続は危ぶまれている。というのは政府
の方針で近々ここに国民学校（Nati・nal　Sch・・1）ができることになったから
である。このような折り，このTownlandにもOrdnance　Surveyの波が
押し寄せてくる。Hughの次男のOwenが調査員のCaptain　Lancyと
Lieutenant　Yollandを連れてガイド兼通訳として戻ってくる。この3人の
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登場で村に事件が起きる。
Lancyは堅実な役人タイプの軍人で任務を忠実に遂行することしか眼中
に無い。Yollandはインドで一旗あげるつもりがひょんな運命から軍隊に
入りドニg“ルに派遣されてきたロマンチストの若者で，自体にこの土地に
魅惑されていく。やがて彼はMarieを恋するようになり，彼女も彼につ
いてイギリスへ行きたいと考えるが，二人はそれぞれ自国語しかできず，
意思疎通ができない。Yollandは思い余ってふと地名を口にしてみる。
YoLLAND：Bun　na　hAbhannP（Hθsays　name　softly，　almost　priva彦ely，
　　very　tentatively，α5が乃θwere　searching／67αsound　she〃zigh彦
　　resPond’o．　He　tries　again．）Druim　DubhP
　　（MAI…彦・ρ・・Sh・i・li・t・痂9．・・LLAND　i・㈲・・。9。d。）
　　Poll　na　gCaorach．　Lis　MaoL
　　（MAIR・tur・・t・ward・乃加．）
　　Lis　na　nGall．
MAIRE：Lis　na　nGradh．
　　（Tゐey　areη0ωfacing　each　other　and　begin　moring　　almost
　　imPercel）tib　ly－一一towards　Oηθαη0彦her．）
MAIRE：Lis　na　nGradh．
　　（丁乃θyare　nOWノ乙0加8・each　other　and　begin　moving　　almost
　　imψerceptibly－一一一一towards　one　anotゐθア．）
MA［RE：Carraig　an　Phoill．
YoLLAND：Carraig　na　Ri．　Loch　na　nEan，
MAIRE：Loch　an　Iubhair．　Machalre　Buidhe．
YoLLAND：Machaire　Mor．　Cnoc　na　Mona．
MAIRE：Cnoc　na　Gabhar．
MAlRE：Cnoc　na　nGabhar．
YoLLAND：Mullach．
MAIRM：Port．
YOLLAND：Tor．
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MAIRE：Lag．（She乃o麦ノ∫oω’her　hands‘o　YoLLANL．　Hθtafees彦he〃t．
　Eachπ伽SPeaks　al〃ZO5’‘O　himself／herseの
　　ここで重要なのは意思疎通の困難な二人の問にtranslationが成立する
のはゲールの地名の呪術性のおかげだという点である。ドンキホーテ的に
ゲールの文化に憧れるYollandに前もってHughは暗黙裏に，かつ自嘲的
に警告を与えている。
Hugh：lndeed，　Lieutenant．　A　rich　language．　A　rich　literature．
You’ll　find，　sir，　that　certain　cultures　expend　on　their　vocabularies
and　syntax　acquisitive　energies　and　ostentations　entirely　lacking　in
their　material　lives．　I　suppose　you　would　call　us　a　spiritual　people．
Yes，　it　is　a　rich　language，　Lieutenant，　full　of　the　mythologies　of
fantasy　and　hope　and　self－deception　　　asyntax　opulent　with
tomorrows．　It　is　out　response　to　mud　cabins　and　a　diet　of　potatoes；
our　only　method　of　replying　to…inevitabilities．
Remember　that　words　are　signals，　counters．　They　are　not　im，
mortaL　And　it　can　happen　　　to　use　an　image　you’ll　understand
　　　　it　can　happen　that　a　civilization　can　be　imprisoned　in　a　li．n－
guistic　contour　which　no　longer　matches　the　landscape　of…　fact．
　　これらのHughのゲール語についての発言はほぼそのままの形で
SteinerのAfter　Babelの幾つかの文章をなぞったものである。現実から
乖離しているがゆえにかえって反比例的に豊かなボキャブラリーを持ち，
空想との神話に満ちた言葉としてのゲール語の危険性をYollandに伝えた
のである。Yollandはその事に無自覚なまま地名の呪術性に助けられて
Maireと意気投合するが，英国兵士と彼女の関係を断罪する村人に殺され
る。
　Frielが幾つもの劇の舞台をドニゴルのバリー・ベグという架空の村に
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設定しているのは人間が土地と風土にいかに関係しているかをさぐるため
である。土地の意識が前近代的な農村社会の晒の緒と強く結び付いたまま
で居るドニゴル地方はそのために格好の場所である。彼のAristocrats
（1980）はアイルランドの没落したカトリックの貴族の家を現代の都市文
明の虚妄との対比で浮かび上がらせている。土地との有効な経済的関係，
歴史的関係を喪失した名家の末喬たちがしがみつくものは言葉としての歴
史，言葉としての神話，言葉としての土地である。なぜならそれらのもの
の実体はとうに失われてその回復は過度に豊饒な言葉の世界にしかないの
である。したがってチェホフのr桜の園』が悲劇ではなく，喜劇であるの
と同じく，Aristocratsの人物たちの悲劇は言葉の豊饒の海の中で喜劇に
変化する。Translatonsにおいても，英国の支配下に完全に置かれている
アイルランドの陸の孤島のようなバリー・ベグのヘッジ・スクールの教師
たちの持つラテン語やギリシャ語の知識は時代と隔絶した化石のようなも
のであるがために悲劇というより喜劇に近い。上に引用したHughの台詞
“…≠モ奄魔奄?嘯≠狽奄盾氏@can　be　imprisoned　in　a　linguistic　contour　which　no
longer　matehes　the　landscope　of…fact．”はこのようなアイルランドの
状況を適確に表現している。
?
　次にアイルランドに於けるtopomaniaの問題を歴史的，文化的背景の
中に探ったPatrick　Sheeranの“Genius　Fabulae：The　Irish　Sense　of
Place”を援用しながら論を進めよう。彼はアイルランドの文化全般に浸
透しているtopomaniaは中世のdindshenchasから現代にいたるまでの文
学のみならず，映画や個人の日常生活にみられるという。美化され，神話
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化された土地の喪失の歴史によってだけでは説明し切れないアイルランド
特有の別の要因をSheeranは考える。つまり土地や地名に対する深い関
心と裏腹にある景観や建物への無関心，無秩序な開発と荒廃はアイルラン
ド人の土地観が植民地化や貧困，その他の阻害要因によって歪められたか
らだという従来の説だけでは説明し切れないものが残る。そこで彼は三つ
の仮説を出す。
　（a）Brehon　Lawのもとでは，長子相続制ではなく，Tanistryとbう
　　　族長後継者選定制があり，これが世襲財産としての土地への永続的
　　　関心の欠如をうんだ。
　（b）現在，EEC諸国の中でも土地利用法の確定していないのはアイル
　　　ランドだけである事からも分かる通り，土地に対するアイルランド
　　　人の態度がaestheticでもutilitarianでもなく，土地その物より地
　　　名を愛するがごとくverbalでありnominalであること。ノ・イデガ
　　　ーが定義するような意味での，buildすることcultivateすることと
　　　結び付いたdwellingへの志向が稀薄であること。
In　this　sense，　one　might　argue，　the　Irish－apart　perhaps　from
the　rath　dwellers　invoked　by　An　Dubhaltach　MacFir　Bhisigh－
have　never　truly　dwelt　in　Ireland　any　more　than　the　Australian
aborigines　have　ever　dwelt　in　Australia．　Indeed，　it　is　worth
glancing　at　the　aborigines　for　a　moment　because　they　provide　the
clearest　example　of　the　way　in　which　it　is　possible　to　structure　a
landscape　symbolically　and　mythically　without　resorting　to　build－
ings　to　define　place．
その結果として残るのはnominal　sense　of　placeである。
The　nominal　sense　of　place　means，　then，　not　only　an　obsessive
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resort　to　names，　but　also　that　it　is　sufficient　to　name　a　place　in
order　to　mark　one’s　attachment　to　it．　The　thing　itself　is　of　sub－
sidiary　importance　and　it　is　not　necessary　to　do　anything　about　it
to　demonstrate　affection　or　possession．　Neither　building　nor　cul－
tivating　is　required．　We　encounter　here　a　magical　use　of　the　word
that　harmonizes　very　well　with　other　aspects　of　our　predominantly
Verbal　CUItUre．
　（c）従来，アイルランド人の宇宙観はhorizontalではなく垂直軸にそっ
　　　て広がるものであった。contempus　mundi，この世は仮の住まい
　　　という思想は地上の地上のdwellingを重視しない。この世の聖性
　　　を保証するのは死者である。死んだ祖先と不可分の地名こそ魔力を
　　　持つ。
　以上三つの観点からSheeranはアイルランド人の土地観はGenius　Loci
というよりGenius　Fabulaeだというのである。これは先に引用した
7「ranslationsのHughの言葉“…certain　cultures　expend　on　their　vo－
cabularies　and　syntax　acquisitive　energies　and　ostentations　entirely
lacking　in　their　material　lives．”にも呼応する。アイルランドの地名の
素晴らしさに驚嘆するYollandに対する答えがこの過剰な言語現象として
の地名，言葉，言葉，言葉としての地名なのである。
　Sheeranはさらに植民地化の結果として生じた風景の二重化ないし分裂
を指摘している。一つは植民者（Ascedancy）の政治的土地観　もう一つは
土着的なゲールの土地観である。前者は専ら物理的で，後者は言語的つま
りverbalでnominalである。しかし植民者の末喬たちは土地を所有をし
てはいるものの土地への帰属という点では不安を抱き続けている。
Sheeranはこれを巧みにパラドクスとしてとらえ“We　might　say　that　the
Anglo－lrish　dwelt　in　a　land　they　did　not　belong　and　the　Irish　belonged
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to　a　land　in　which　they　did　not　dwell”と書いている。この指摘は，カ
トリック系のアイルランドの詩人たちJohn　MontagueやSeamus　Heaney
とアングロ・ア・fリッシュ系のLouise　MacNeice，　John　Hewitt，　Richard
Murphy，　Derek　Mahonらの作品を比較してみると明らかである。彼等の
立場の相違は彼らの地名詩に反映している。たとえばHeaneyは
Casledawsonという植民者のつけた地名とAnahorishというゲールの地
名の響きの相違を鋭く意識している。Doire…Derry…Londonderryとい
うように変化したとしても語根地名は簡単に消えるものではない。谷川健
一も言うように「地名はあらゆる固有名詞の中でもっとも変化しにくい頑
固な性質をもっている」からである。わが国でも北海道や東北のアイヌや
蝦夷の地名が大和朝廷の支配下で漢語に置き換えられていったが，根底の
語はその響きに残存しているとの事情は似ている。さらに，地名が具体的
土地を離れてnomina1な価値を持つ経緯は地名が文学伝統の中で一つの
しきたりと化したわが国の和歌の歌枕の場合と似ている。地名の響きの中
に伝統に根ざした奥深い詩を聞き取る点で共通点がみられよう。
IV
　　　Broagh
Riverbank，　the　long　rigs
ending　in　broad　docken
and　a　canopied　pad
down　to　the　ford。
The　garden　mould
bruised　easily，　the　shower
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gathering　in　your　heelmark
was　the　black　O
in　Broagh，
itS　lOW　tattOO
among　the　windy　boortrees
and　rhubarb－blades
ended　almost
suddenly，　like　that　last
gh　the　strangers　found
difficult　to　manage．
川土手の永い畝地の果ては
葉広の蓼の生い茂る
天蓋の道が
渡り瀬へと続く。
庭の土は
やわらに沈んで
あなたの踵の0の黒印に
雨水が寄せ集まる。
Braoghの0
風を硫くニワトコや
ダイオウの葉間を
低く響く太鼓は
突然なりやんだ。
他所者たちが手こずる
Braoghの
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ghの響きのように。
　最初に語句の説明をしておこう。まず，“Broagh”であるが，これは
Heaneyが少年時代を過ごした農場が位置しているTownlandのひとつ
である。アイルランド語，“Bruach”のAnglisizedされた綴りであり，
「川の土手」を’意味する。Moyola河の土手に面したfieldは実際に“the
long　rigs”と呼ばれていた。“rigs”は17世紀にPlantersによってもたらさ
れたスコットランド語で「耕作地」を意味する。
　“docken”はdockの古英語の複数形で，（シェイクスピアにもsh・eの複数
形shoonがみられる）「i蓼」のこと。“boortree”はelder”（ニワトコ）のアル
スター方言で“bowertree”の崩れた形。むろんboorには「百姓」「田舎
者」の意味がある。“rhubarb”は食用のダイオウのことだが，語源はギリ
シャ語のbarbarosであることは注意すべきである。注1
　“the　strangers”はHeaney自身によればアングロ・アイリッシュのこ
とではなく，ghの軟口蓋のguttural｛X｝の発音が出来ずにBroaと発音
するイギリス人のことである。“tatoo”は「入れ墨」ではなくアイルラン
ドのbodrenという太鼓をさす。
　次にこの詩のovertoneを考察しよう。Heaneyはこの詩において彼がそ
の中に生まれ育ったアルスター英語の身元調査をしてみせている。Ulster
地方の英語には様々な言語の影響が流れ込んでいる。言うまでもなく，ま
ずゲール語（Br・agh）。つぎにJ．　Braidwoodが“Ulster　and　Elizabethan
English”で明らかにしているようにエリザベス朝の英語がさまざまな姿
を止めている（d・cken）。スコットランドからの植民者がもたらしたスコッ
トランド語がある（rig）。　Heaneyはそれぞれの言語遺産に敬意を払いな
がら慎重にゲールの遺産であるBraoghに音声（v・cable）としての賛美を込
一62一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　言葉，言葉，言葉としての地名（橋本）
めたのがこの作品である。
　彼が特にゲール語がアルスター英語に残した美しい音声の遺産と考えて
いるのは母音とgutturalのghである。幾つかの詩にこれらの遺産への賛
辞が聞かれる（たとえば“Guttural　Muse”）。
　Braidwoodによれぱvelar　fricativeとよぼれるこのgh（＝ch｛X｝）は
英語のなかにもあったのだがME初期に消失するかf音に変化した。し
かしアルスターの英語のghは英語の影響ではなくゲール語，スコットラ
ンド語に由来する（ただしsc・tsの｛X｝の方が音が強い）。
　Heaneydはgh音についてプロテスタントとカトリックの相違を強調し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lて“Protestant　and　Cathol’ic　can　say　it　perfectly　in　this　part　of　the
world．　Yet　the　Protestant　won’t　be　entranced　by　its　Gaelic　music．”と
述べている。彼にとっては音声は背後に北アイルランドの政治的，宗教的，
民族的対立を持つ文化のイデオロギーでもある。母音と子音の問題はそれ
をいっそうはっきりさせる。
　Broaghと近似の単語にbrogueがある。粗革のアイルランドの靴である
が我々の言うドタ靴の語感が有るようである。同時にこれはアイルランド
託の英語を指す。従って第ニスタンザの“heelmark”tt　brogue（靴）の跡
であると同時に，それが0の形をしていると言うのはアイルランド託の
特徴である母音のsoftな発音を示している。　Tom　Paulinは“your　heel－
mark”のyourを女性と解釈して0は女性のシンボルだと言ういささかフ
ロイト的な解釈をしているが，Heaneyはゲール語とその文化を女性的な
いし母性的と考えているのであるから注2，この解釈もあながち間違いと
は言えない。しかしbrogueを履いているのは次ぎのスタンザのboor（ア
イルランド農民）であると考えるほうがより妥当であろう。
　翻ってここで子音のことを考えてみよう。
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　学生の頃，感銘したHopkinsの“heavily　accented　consonantal　noise”
はアルスター英語の“staccato　consonantal　accent”と類縁性があると
Heaneyは指摘している。アルスター英語の子音が強いことは様々な学者，
批評家，詩人が指摘していることである。たとえば，アイルランドの口承
文学に詳しいLoreto　ToddはThe　Language　of　lrish　Literatureの中で
“… 奄煤@is　still　true　to　claim　that　speakers　of　Ulster　Scots　have　fewer
vowels　and　more　consonant　contrast　than　Received　Pronunciation．”と
述べているし，Louise　MacNeiceの友人でプレスビテリアンの牧師の詩
人，W．　R．　Rogersには次のような詩がある。
Iam　Ulster，　my　people　an　abrupt　people
Who　like　the　spiky　consonants　in　speech
And　think　the　soft　ones　cissy；who　dig
The　k　and　t　in　orchestra，　detect　sin
In　sinfonia，　get　a　kick　out　of
Tin　cans，　fricatives，’fornication，　staccato　talk，
Anything　that　gives　or　takes　attack…
　アルスターのプロテスタントの堅い子音，金属質の子音はMacNeiceの
“Belfast”ではプロテスタントの職業倫理，勤勉さと偏狭さに支配された
北アイルランド唯一の産業都市のエトスと見なされている。Denis
DonoghueはWθIrishの中でこの母音と子音の二項対立を言語の快楽原
理と現実原理と言う表現で表している。（筆者はかつてどこかで，母音は
人間の声帯のみが作れる音で，物体の衝突音は子音のみであると聞いたこ
とがあるが音声学には疎いのでその真偽はわからない。）母音は女性原理
で子音は男性原理だと言うHeaneyの定理についてはすでに解説したこと
がある。母音と子音の対立とその調和はアルスターの紛争と悲劇に思いを
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凝らしてきたHeaneyの詩の根幹にも関わる問題である。彼は子音を有効
な武器としてNor議に於いてアンチ・ブリティシュの戦いを展開する半
面，soft　vocableである母音を用いて美しい叙情詩を書いてきた。
“Broagh”は母音の復権を訴えた詩に属する。音声としての言語のなかで
の子音と母音の統合と調和（“v・cables”v・wels　and　c・ns・nants　turning　int・a
harm・ny・f　s・me　kind”）を目論む彼の詩の営為は言語の対立と再統合を射
程にいれているのである。（それぞれ南北の人間がaccentによってiden－
tifyされて場合によっては殺され兼ねない現実の状況がその背後にはあ
る。）
　Heaneyはボグ詩に於いて地を掘る行為を歴史の探求になぞらえている。
地名こそ土地と言語を緊密に結び付ける。Broaghという地名としての言
語を掘り下げることによってHeaneyは詩でしか表現できないある地層に
達しているのである。
　“The　garden　bruise　easily”は柔らかく脆いアイルランドの文化を暗
示している。このエメラルドの島，庭園としての島は侵入者によってたや
すく崩壊したのだが，その言語は地名として残りその母音の0を響かせ
ている。母音の0の足型に寄せ集まる雨水は“Gifts　of　Rain”の場合と同
じく天からの聖なる癒しの水である。戦いは終わったのか？
“boortrees”は「農民兵」そして“rhubarb－blades”はいうまでもなく「野
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蛮人の刀」であろう。しかし戦いの太鼓はほとんど突然終わったのだ。し
かし本当に戦いは終わったのか？　ゲールのghは他所者には発音できな
い，つまり“manage”できないとは「手に負えない」ゲールの精神が残っ
ているというのだろうか。
　この短詩のなかeC　Genius　Fabulaeとしての地名一言語一歴史が籠絡さ
れている。しかも見事に英語を駆使（“manage”）して。アイルランド人に
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とって英語は外国語であるという意識Joyceのr肖像』のStephenの
“tundish”の挿話にみられる転倒した劣等感のような優越感。やがて
Joyceは英語を完壁に“manage”して言語的侵略を返す。“Among　School－
children”のなかでこの詩を完成したときの感想をHeaneyは“I　felt　that
Ihad　made　Broagh　exclusive，　made　the　English　language　work　to　tell
my　story”と言っている。「この詩は英語を征服することによってゲール
の世界の復権をイデオロギーとして打ち出しているわけではない。この詩
は詩として自己完結している（exclusive）」と彼が言うのは北アイルランド
の複雑な政治情勢を考慮した慎重な翰晦であろう。
　別の言葉で言えば，Heaneyの地名詩はself－reflectiveである。どちら
かと言えぱ，哀愁を秘めて懐古的に地名を扱うMontagueの詩と比べてみ
ると“Anahorish”と“Broagh”は言語構造内部の意味，音韻をさぐって虚
構を作り出している。アイルランドの地名詩にあたらしい展開の一ページ
を加えたと言えよう。Sheeranのいう“verbal　and　nominal　sense　of
place”は自己省察のメタ・ポエムに到達したと言うべきである。
　“Broagh”の場合も，他のHeaneyの主要な作品と同じく言語意識は土
地，歴史，政治と切り離し難く結び付いている。彼の詩が，Blake　Morrison
とAndrew　MotionのContemporary　British　Poerty（1982）に収録され
たときのBritishという命名にたいするHeaneyの反発には激しいものが
ある。公開された反論（An　OPen　Letter）を見ると“British”にたいして最
後まで抵抗を続けたゲール人の土地であるアイルランドに対するプライド
が明らかである。（Hibernia　is　where　the　GaelS　Mede　a　last　stand）。さらに
HeaneyはMorrisonが最初に考えた“Opened　Ground”（“Act・f　Uni・n”
の中の言葉）というタイトルは最悪だという。なぜならそれは彼が思索の
基盤を置いている“Common　Groud”たるアイルランドに対する英国の植
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民地支配を暗示するからである。かれはイギリス，スコットランド，ウエ
ールズを“British”で括られた“Common　Ground”と認識すると同時に
Hiberniaを彼自身の“Common　Ground”と規定する。前者は同時に
“Commonwealth”であるがアイルランドは北アイルランドも含めてその
範疇に当然入らないというのが彼の認識である。
Caesar’s　Britain．　its　partes　tres．
United　England．　Scotland．　Wales．
Bri彦annia　in　the　old　tales．
　　　Is　common　ground．
Hiろernia　is　where　the　Gaels
　　　Made　a　last　stand
And　long　ago　were　stood　upon－
End　of　simple　history　lesson．
As　empire　rings　its　curtain　down
　　　This“British”word
St三cks　deep　in　native　and　colon
　　　Like　Arthur’s　sword．
　結果としてはMorrisonのアイルランドに対する歴史認識が甘かったと
いうことになるが，Heaneyの側にも“British”を代表する出版書瞠のひ
とつであるFaberによって世に認められたという屈折した恩義がある。
　ここではアイルランドの歴史を再考する余地は無いし，またそれが本稿
の目的ではないが，Heaneyの地名詩の構造を考える上で，再度指摘して
おきたいことは，17世紀以降の大量の植民によって“supplant”されたも
のは土地，それと不可分の農業，言語であるということである。イギリス
側から見れば，The　Common　Lawによって支配されていない野蛮人であ
ったアイルランド人を支配下におく有効な手段は土地と言語の収奪であっ
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た。Heaneyの初期の詩に見られる土地，農耕，言語の重層構造はアイル
ランド史の悲惨と不可分の関係にある。
　スペンサーより少し後にアイルランドに行き，アルスターにプロタスタ
ンティスムを流布することに尽力したJohn　Daviesは土地を“cultivate”
することと統治を同一次元で捉えている。
　土地を測量し，耕作地を殖やし，適宜な作物を植えるという有効な土地
利用をしないアイルランド人を野蛮人と見なすイギリス，スコットランド
植民者の思想はクロムウエルの時代のWilliam　Petty（彼は経済史の分野
で政治算術学派の創始者と言われている）のThe　Political　Anatomy　of
Ireland　vaもむろん濃厚にみられる。先のSheeranの論文の言葉でいえば，
“cultivation”と“building”を知らないアイルランド人は野蛮人というこ
とになる。この両者の統治を示す象徴としての貴族の屋敷（big　h・use），
統治をする王権を賛美する牧歌，このようなものとアイルランド人の土地
観は無縁である。Yeatsと比較してもHeaneyの詩においてbuildingの象
徴として屋敷を賛美する作品はむろん皆無であり，またその様な詩を彼が
書くことは考えられないであろう。彼の詩は地上の建築物よりは地中の神
話に向かうのである。
　“Broagh”の“boortree”のboor（アイルランド農民）とrhubarb（野蛮人
としてのアイルランド人）の規定はそのようにアイルランド人自身の自己規
定ではなく対岸の文明国，英国の反措定として歴史の経緯によって否応な
く成立したのである。Heaneyの“Act　of　Union”の主題はこの歴史であ
るし，先に引用したAn　OPen　Letter　ecもBritish　Empire（This　B・itish
ωord）はアーサー王の魔剣のごとくいまだに“colon”「植民地」に深く刺
さっているというのはこのことを暗示している。
　同時にHeaneyがこの詩に含蓄しているのはBritish　Empireとは英語
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の帝国（English　Empire）でもあるということである。その支配をいまさら
断ち切ることは出来ない。なぜなら戦いは終わったのである。しかしアイ
ルランドは“English”になりきってしまったわけではない。　Broaghのgh
に尾砥骨のように残るゲールの響きが生き延びている。同時にHeaneyは
それを，つまりghの音を巧みに戦略として詩の主題に取り込むことによ
って“rhubarb－blades”（野蛮の刃）で返し打をする。この詩を書き上げた
　　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　
とき「英語で私の物語を完成させた」とわざわざ英語とことわっているの
はそのためである。彼の詩が認められたのは英国の出版界を通じてである
カ｛……
Yet　doubts，　admittedly，　arise
When　somebody　who　publishes
In　LRB　and　TLS，
　　　The　Listener－
In　other　words，　whose　audience　is，
　　　Via　Faber．
ABritish　one，　is　characterized
As　British。　But　don’t　be　surprised
If　I　demur，　for，　be　advised
　　　My　passport’s　green．
No　glass　of　ours　was　ever　raised
　　　To　toast　The　Queen．
　“Broagh”は1972年10月，イギリスのrスタンド』に載った。1968年
のカトリック教徒の公民権運動を契機に再発した北ア・fルランド紛争はこ
の年までに約350名の犠牲者を出し激化していた。Unionistからみると
Nationalist寄りのカトリックの立場に立つことを宣言し始めていた
Heaneyの詩は次第に不穏なものに見えたに違いない。この同じ1972年
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にHeaneyは親英の右翼注3によって脅迫された結果，家族ともども南の
共和国に移住した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（終）
注・Tony　Harrisonは自分の出身階級，地方性を武器にしてBritish　Establish－
　mentに果敢に挑戦している詩入だが，彼の詩に‘Rhubarbarian’という作品
　がある。
注2　ヒーニーは“Alphabets”の中で0を“1ike　a　magnified　and　buoyant
　ovum”と表現している。0は卵，子宮，母性，自己充足等を示している。
注3具体的にはUlster　Volunteer　Force，　Ulster　Defence　Associationらの
　loyalist　paramilitariesのことである。
（英米文学科　教授）
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